
「事業等の戦略的たな卸し」議事概要 

 

 

 

○担当課より資料に基づき説明を行ったのち、委員間、委員と担当課の間で議

論がなされた。 

 

 

【委員の主な意見】 

本市の自立的な取り組みに向け 

１．介護保険料の具体的な推計値を取り長期的な計画を策定すべき。 

  大阪府からの権限移譲、健康支援室との事業整理に取り組まれたい。 

２．特別養護老人ホーム入所の待機者について早期の解決に向け取り組むべき。 

３．介護サービスメニューの市民へのさらなる周知に取り込むこと。 

４．介護予防について、関連部局との連携強化を図り、より効果的な施策の展

開を図るべき。 

 

 

【主な議論】 

○保険給付の増加とそのシミュレーションについて 

○豊中市単独実施の高齢福祉事業について 

○介護福祉施設の入所待機者の解消について 

○介護サービスのあり方について 

○介護サービスメニューの情報発信について 

○介護サービスの担い手（市の事業領域）について 

○民間が提供する介護サービスのチェック体制について 

○事業領域が重なる他部署との事業整理・連携について 

○医療と介護の連携・ネットワークについて 

 

たな卸し項目 １-２ 

施策の名称 介護サービスの充実 

テーマ 介護サービスの今後のあり方 

担当課 高齢介護課 

日時 平成２２年（２０１０年）１０月３０日（土） 

１４：５０～１６：１０ 

場所 第１会場（第二庁舎１階ロビー） 


